
第５７回 廃棄物対策専門委員会 議事要旨 

 

日時：2026年 5月 19日（火）10：00～14：30 

場所：オンライン開催 

 

1. 固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発の進捗状況について 

NDF 事務局から、「性状把握」、「処理技術（その 1）」及び「保管・管理」についての固

体廃棄物の処理・処分に関する研究開発の進捗状況を説明した。 

専門委員からの主な意見は以下のとおり。 

○ I-129 等の難測定核種に対する必要な検出下限値については、スループットも含めて分析側の

戦略として提示できるとよい。 

○ フィンガープリントを単なる不確実性の管理ツールとして利用するのではなく、多様なステー

クホルダーを含めて、許容可能な不確実性を定義するための枠組みとして発展させて欲しい。 

○ 放射能インベントリが高い固体廃棄物を対象として固化体の安定性を評価する際には、水素発

生についても評価項目に入れて検討を進めて欲しい。 

○ スラリー脱水物の実規模固化処理に関して、固化体を安定的に作製するために、対象廃棄物の

前工程における性状の範囲についても整理しておいた方がよい。 

○ DQO プロセスとベイズ統計を組合せて分析計画を立案する際には、不確実性の低減の定量的

な目標を定めると同時に、過度に保守的な評価にならないよう全体最適化の検討が必要である。 

 

2. その他 

次回廃棄物対策専門委員会について。 

 

以 上 


